文学部長・文学研究科長メッセージ
大渕憲一
このたびの東日本大震災により被災された皆様に、心よりお見舞いを申し上げます。皆様の生活が1日も早く平穏に復することをお祈り申し上げます。
【被害状況】
文学部・文学研究科では、震災直後から、各研究室のご協力を得て学生・教職員等の安否確認を行ってまいりましたが、幸い､文学部・文学研究科の関係者に直接の人的被害はありませんでした。同時に､建物施設の安全確認を進めてきましたが、補修の必要がある大教室を除いて､文学部・文学研究科の建物施設はほとんどが利用可能な状態であることが確認できました。ただし、研究室の本棚の中には補強の必要なものがあることなどから、余震に対しては今後も十分な警戒をする必要があります。
【新学期のスケジュールと諸手続き】
学生の皆さんは、新学期がどのようになるか気になっていらっしゃることかと思います。東北大学としての入学式は行いませんが、文学部では学部および大学院の新入生を対象に入学式を５月６日（金）に行います。また、学部２年生向けのオリエンテーションは５月９日（月）に実施します。第１学期の授業は５月１０日（火）から開始の予定です。これら新学期の行事と授業スケジュールの詳細は、科目履修や奨学金申し込みなどの諸手続きとともにホームページに掲載します。
　この未曾有の災害によって東北地方は甚大な被害を受けました。東北大学は被災大学として自らの再建に努力するとともに、東北地方の復興に対しても協力をしていく必要があります。文学部・文学研究科もまた、持てる知識と技術を活用してこれに貢献していきたいと思っています。学生の皆さんも、自分自身の学業とともに、地域の復興に対して自分に何ができるかを考えながら、新学期に臨んでいただきたいと思います。
